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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、GDPからGTPへの交換因子として機能する大きなタンパク質をコードしています。このタンパク質はアクチン細胞骨格の再構築を促進し、細胞の移動と成長に関与しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン：N末端のDBL/GEFドメインは、RAC1のヌクレオチド交換を特異的に触媒し、Junキナーゼの活性化と膜ラッフルの形成につながります。2つ目のDBL/GEFドメインはrhoaの交換因子であり、ストレスファイバーの形成を誘導します。,機能：GTPによるGDPの交換を促進します。白血球抗原関連 (LAR) タンパク質とともに、細胞の移動と成長に必要な細胞マトリックスと細胞骨格の再配置を調整する役割を果たす可能性があります。,PTM:セリン残基がリン酸化されています。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 CAMK Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。,類似性: 1 つの CRAL-TRIO ドメインを含みます。,類似性: 1 つの Ig 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインを含みます。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 2 つの DH (DBL 相同) ドメインを含みます。,類似性: 2 つの PH ドメインを含みます。,類似性: 2 つの SH3 ドメインを含みます。,類似性: 4 つのスペクトリン繰り返しを含みます。,サブユニット: 白血球抗原関連タンパク質と相互作用して複合体を形成します。,組織特異性: 心臓、骨格筋、脳、膵臓、胎盤、肝臓、腎臓、肺で高発現します。,
	研究分野
	シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; 調節因子; タンパク質リン酸化; Ser/Thrキナーゼ; その他のキナーゼ
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

